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【瀬戸ニュース】

◇ ８月３０日（日）に足立わかなさんをお迎えして

音楽ミサがもたれます。

◇ ９月６日

菅原先生のご家族が出席され

◇ ９月２１日（祝・月）は献堂９周年聖会＆記念コンサートです。

倉知契先生と川添由梨香さんがご奉仕して下さいます。

◇ 「祈りの課題」用紙をご記入の上

    受け付け脇のポストにご提出下さい。牧師がお祈りいたします。
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８月３０日（日）に足立わかなさんをお迎えして

音楽ミサがもたれます。

９月６日(日）は「オープン礼拝

菅原先生のご家族が出席され

９月２１日（祝・月）は献堂９周年聖会＆記念コンサートです。

倉知契先生と川添由梨香さんがご奉仕して下さいます。

「祈りの課題」用紙をご記入の上

受け付け脇のポストにご提出下さい。牧師がお祈りいたします。
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８月３０日（日）に足立わかなさんをお迎えして

音楽ミサがもたれます。祝福をお祈り下さい。

日）は「オープン礼拝 with 菅原家」です。

菅原先生のご家族が出席されます。 

９月２１日（祝・月）は献堂９周年聖会＆記念コンサートです。

倉知契先生と川添由梨香さんがご奉仕して下さいます。

「祈りの課題」用紙をご記入の上 

受け付け脇のポストにご提出下さい。牧師がお祈りいたします。
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８月３０日（日）に足立わかなさんをお迎えして 

お祈り下さい。 

菅原家」です。 

９月２１日（祝・月）は献堂９周年聖会＆記念コンサートです。

倉知契先生と川添由梨香さんがご奉仕して下さいます。 
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９月２１日（祝・月）は献堂９周年聖会＆記念コンサートです。 
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「天の神、主、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施さ

れる大いなる恐るべき神よ、どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてください。

わたしは今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫のために、昼も夜もみ前に祈り、

われわれイスラエルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげいたします。まことに

わたしも、わたしの父の家も罪を犯しました。」（ネヘミヤ１：

   これはバビロン捕囚の民の子孫であったネヘミヤが、故国の惨状を嘆き、ささげ

  た祈りです。

   昨日で敗戦から７０年です。私達の国はアジア諸国を侵略し、宣戦布告のな

ままマレー作戦でイギリス、真珠湾攻撃でアメリカの人々の命を奪いました。

日本の教会は日清、日露戦争の時代から戦争に協力的でした。そればかりか

教団体法における認可を得続けるために、天皇礼拝をし、ホーリネスの群れ

牧師

しかし、弾圧を受けた被害者

「戦争責任告白に基づく戦後７０年の祈り」と題して以下の発表をしています。

 

（前略）（前略）（前略）（前略）

協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と

天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。

弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし

たちの教会はたちの教会はたちの教会はたちの教会は

愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。

どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。

どうぞ、どうぞ、どうぞ、どうぞ、

ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。

身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗

雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の

福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。

主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま

  昭和の十五年戦争以降、日本のキリスト教界はリバイバルを体験していません。

今、私達はカルバリーチャペルの霊的ルーツの

ように、戦時中の教会の罪を、いいえ国家の罪を、自分の罪として悔い改め、

主の憐みを請う。そのような時を迎えていると信じ

        キリエ・エレイソン！主よ憐みたまえ！！
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「天の神、主、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施さ

れる大いなる恐るべき神よ、どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてください。

わたしは今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫のために、昼も夜もみ前に祈り、

われわれイスラエルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげいたします。まことに

わたしも、わたしの父の家も罪を犯しました。」（ネヘミヤ１：

これはバビロン捕囚の民の子孫であったネヘミヤが、故国の惨状を嘆き、ささげ

祈りです。  

昨日で敗戦から７０年です。私達の国はアジア諸国を侵略し、宣戦布告のな

ままマレー作戦でイギリス、真珠湾攻撃でアメリカの人々の命を奪いました。

日本の教会は日清、日露戦争の時代から戦争に協力的でした。そればかりか

教団体法における認可を得続けるために、天皇礼拝をし、ホーリネスの群れ

師達が再臨問題で弾圧を受け始めると当時の教会はその人々を見離

しかし、弾圧を受けた被害者

「戦争責任告白に基づく戦後７０年の祈り」と題して以下の発表をしています。

（前略）（前略）（前略）（前略）わたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときに

協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と

天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。

弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし

たちの教会はたちの教会はたちの教会はたちの教会は、、、、あなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられた

愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。

どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。

どうぞ、どうぞ、どうぞ、どうぞ、    ネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてく

ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。

身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗

雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の

福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。

主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま

昭和の十五年戦争以降、日本のキリスト教界はリバイバルを体験していません。

今、私達はカルバリーチャペルの霊的ルーツの

ように、戦時中の教会の罪を、いいえ国家の罪を、自分の罪として悔い改め、

主の憐みを請う。そのような時を迎えていると信じ

キリエ・エレイソン！主よ憐みたまえ！！

「天の神、主、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施さ

れる大いなる恐るべき神よ、どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてください。

わたしは今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫のために、昼も夜もみ前に祈り、

われわれイスラエルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげいたします。まことに

わたしも、わたしの父の家も罪を犯しました。」（ネヘミヤ１：

これはバビロン捕囚の民の子孫であったネヘミヤが、故国の惨状を嘆き、ささげ

昨日で敗戦から７０年です。私達の国はアジア諸国を侵略し、宣戦布告のな

ままマレー作戦でイギリス、真珠湾攻撃でアメリカの人々の命を奪いました。

日本の教会は日清、日露戦争の時代から戦争に協力的でした。そればかりか

教団体法における認可を得続けるために、天皇礼拝をし、ホーリネスの群れ

が再臨問題で弾圧を受け始めると当時の教会はその人々を見離

しかし、弾圧を受けた被害者は戦争加害者でも

「戦争責任告白に基づく戦後７０年の祈り」と題して以下の発表をしています。

わたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときに

協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と

天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。

弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし

あなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられた

愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。

どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。

ネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてく

ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。

身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗

雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の

福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。

主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま主の御名によって祈りま主の御名によって祈りますすすす。アーメン。アーメン。アーメン。アーメン    

昭和の十五年戦争以降、日本のキリスト教界はリバイバルを体験していません。

今、私達はカルバリーチャペルの霊的ルーツの

ように、戦時中の教会の罪を、いいえ国家の罪を、自分の罪として悔い改め、

主の憐みを請う。そのような時を迎えていると信じ

キリエ・エレイソン！主よ憐みたまえ！！

瀬戸カルバリーチャペル担任牧師

「天の神、主、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施さ

れる大いなる恐るべき神よ、どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてください。

わたしは今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫のために、昼も夜もみ前に祈り、

われわれイスラエルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげいたします。まことに

わたしも、わたしの父の家も罪を犯しました。」（ネヘミヤ１：

これはバビロン捕囚の民の子孫であったネヘミヤが、故国の惨状を嘆き、ささげ

昨日で敗戦から７０年です。私達の国はアジア諸国を侵略し、宣戦布告のな

ままマレー作戦でイギリス、真珠湾攻撃でアメリカの人々の命を奪いました。

日本の教会は日清、日露戦争の時代から戦争に協力的でした。そればかりか

教団体法における認可を得続けるために、天皇礼拝をし、ホーリネスの群れ

が再臨問題で弾圧を受け始めると当時の教会はその人々を見離

加害者でもありました。日本ホーリネス

「戦争責任告白に基づく戦後７０年の祈り」と題して以下の発表をしています。

わたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときに

協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と

天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。天皇崇拝という偶像崇拝の罪を犯しました。    わたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネス

弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし

あなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられた

愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。

どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。

ネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてく

ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。

身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗

雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の

福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。福音に生きる道を、真実に歩む者とならせてください。        

昭和の十五年戦争以降、日本のキリスト教界はリバイバルを体験していません。

今、私達はカルバリーチャペルの霊的ルーツの群れと心を

ように、戦時中の教会の罪を、いいえ国家の罪を、自分の罪として悔い改め、

主の憐みを請う。そのような時を迎えていると信じます。 

キリエ・エレイソン！主よ憐みたまえ！！    

瀬戸カルバリーチャペル担任牧師

「天の神、主、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施さ

れる大いなる恐るべき神よ、どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてください。

わたしは今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫のために、昼も夜もみ前に祈り、

われわれイスラエルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげいたします。まことに

わたしも、わたしの父の家も罪を犯しました。」（ネヘミヤ１：5-6） 

これはバビロン捕囚の民の子孫であったネヘミヤが、故国の惨状を嘆き、ささげ

昨日で敗戦から７０年です。私達の国はアジア諸国を侵略し、宣戦布告のな

ままマレー作戦でイギリス、真珠湾攻撃でアメリカの人々の命を奪いました。

日本の教会は日清、日露戦争の時代から戦争に協力的でした。そればかりか

教団体法における認可を得続けるために、天皇礼拝をし、ホーリネスの群れ

が再臨問題で弾圧を受け始めると当時の教会はその人々を見離

した。日本ホーリネス

「戦争責任告白に基づく戦後７０年の祈り」と題して以下の発表をしています。

わたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときに

協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と

わたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネス

弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし

あなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられた

愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。

どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。

ネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてく

ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。

身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗

雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の

    

昭和の十五年戦争以降、日本のキリスト教界はリバイバルを体験していません。

群れと心を同じくして、ネヘミヤの

ように、戦時中の教会の罪を、いいえ国家の罪を、自分の罪として悔い改め、

 

瀬戸カルバリーチャペル担任牧師  菅原 

「天の神、主、おのれを愛し、その戒めを守る者には契約を守り、いつくしみを施さ 

れる大いなる恐るべき神よ、どうぞ耳を傾け、目を開いてしもべの祈を聞いてください。 

わたしは今、あなたのしもべであるイスラエルの子孫のために、昼も夜もみ前に祈り、 

われわれイスラエルの子孫が、あなたに対して犯した罪をざんげいたします。まことに 

これはバビロン捕囚の民の子孫であったネヘミヤが、故国の惨状を嘆き、ささげ 

昨日で敗戦から７０年です。私達の国はアジア諸国を侵略し、宣戦布告のない 

ままマレー作戦でイギリス、真珠湾攻撃でアメリカの人々の命を奪いました。 

日本の教会は日清、日露戦争の時代から戦争に協力的でした。そればかりか宗 

教団体法における認可を得続けるために、天皇礼拝をし、ホーリネスの群れの 

が再臨問題で弾圧を受け始めると当時の教会はその人々を見離しました。 

した。日本ホーリネス教団が 

「戦争責任告白に基づく戦後７０年の祈り」と題して以下の発表をしています。 

わたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときにわたしたちの教会は、日本が軍国主義によって近隣諸国を侵略したときに    

協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と協力し、アジア諸国に辛苦を味わわせました。わたしたちの教会は、神社参拝と    

わたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネスわたしたちの教会は、ホーリネス    

弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし弾圧の時に、かつての同信の友を切り捨てる発言をしました。このように、わたし    

あなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられたあなたのしもべモーセに命じられた十戒と主イエスが教えられた    

愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。愛の律法を全うできなかったことを悔い改め、その結実を願い歩んできました。    

どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。どうぞ、主よ、あなたの御名を恐れるしもべの祈りに、耳を傾けてください。    

ネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてくネヘミヤの時代のように外なる教会の再建と、内なる霊の回復を与えてく    

ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。ださい。どうぞ、十字架によって、わたしたちの魂と生き方を作り変えてください。    

身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗身近な社会の傷み、度重なる災害、民族間の敵意、テロの脅威。それらの暗    

雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の雲が世界を覆う時代だからこそ、十字架を背負われる主イエスに従い、和解の    

昭和の十五年戦争以降、日本のキリスト教界はリバイバルを体験していません。 

同じくして、ネヘミヤの 

ように、戦時中の教会の罪を、いいえ国家の罪を、自分の罪として悔い改め、 

 岳 


